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衛星を活用した大規模水害における状況把握
の国際連携

国立研究開発法人 防災科学技術研究所
国家レジリエンス研究センター コーディネーター
先端的研究施設利活用センター 副センター長

酒井 直樹

本研究は、内閣府総合科学技術・イノベーション会議の戦略的イノ
ベーション創造プログラム（SIP）「国家レジリエンス（防災・減
災）の強化」（管理法人：防災科研）によって実施されました。
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ハリケーンハービーの災害調査における教訓

観測・予測情報の積極的な利用 衛星データの積極的な利用

対策本部における各機関の連携 UT Austinと防災科研との連携 2
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広域な被災状況の把握に向けて

研究成果の一部は内閣府CSTI 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「国家レジリエ
ンス（防災・減災）の強化（管理法人 防災科研）」の一環として実施しています。

適切なタイミング、エリア
を衛星により観測

衛星データから使える
情報プロダクツを作成

データが共有され、
災害対応に利活用

衛星データの防災利用に必要な3つのプロセス
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国際連携による衛星データの積極的な活用

衛星データ解析共有システムの構築
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衛星情報を集約し被災状況分析共有するシステムの構築
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ワンストップ被災状況情報共有システム（例）

• 洪水予測情報と各国衛星情報を合わせて撮像位置、タイミングを決定支援
5
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台風19号での「衛星観測」を時系列で可視化
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令和元年台風19号の特徴

• 希少性（100年超に1回の大雨）

• 甚大性（複数の1級河川の同時決壊・氾濫）

• 広域性（災害救助法適用390自治体）
※参考：東日本大震災237自治体、西日本豪雨110自治体

大雨のまれさ分布（防災科研） 氾濫発生河川・河川被害（国交省） 災害救助法適用自治体（内閣府）

7



© Naoki SAKAI, NIED

2020/05/12

レーダ衛星 Sentinel-1による観測

阿
武
隈
川

宮 城 県

福 島 県

航空写真

丸森地区の様子

• 10/13 午前5:43撮影
• 1週間前の観測データを使って、水域により反

射が弱くなったエリア（洪水）を赤色になるよ
うにカラー合成処理を実施

• 東日本から北日本に
かけての洪水の様子
が観測されている。
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Copernicus Sentinel Data 2019
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台風19号におけるレーダ衛星観測結果（ALOS-2: 10/12, 22:30）

利根川

江戸川

荒川

衛星データ：JAXA
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台風19号におけるレーダ衛星観測結果 （Sentinel-1: 10/13, 05:41観測）
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利根川

江戸川

荒川

©Copernicus Sentinel data 
2019
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浸水域を抽出し、浸水した建物を抽出

© Copernicus Sentinel data 2019

レーダ衛星 Sentinel-1

建物分布図
NTT-Geospace

重ね
合わせ
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浸水域の抽出結果

解析：国際航業Copernicus Sentinel Data 2019

浸水建物の抽出結果

▲浸水建物
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浸水建物の数を市町村単位で集計
• 集計結果を衛星データと共に地図と表で情報を共有

推定浸水建物数推定浸水建物数／全建物数

表形式
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ALOS-2 レーダ画像ALOS-2 レーダ画像

• 課題：油流出エリアの特定に時間がかかった
→ 衛星データを解析する場合にいち早く現場の情報（この場合は、油流出）を知ることが必要。

• 現場の要望を受け、空撮写真や海外衛星、国土地理院等の情報を活用しながら、浸水エリアや
油流出エリアを追加的に解析し、その結果をISUTへ提供

現地での活用の様子
ALOS-2 による推定浸水エリア

令和元年 8月下旬の九州北部における大雨
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ALOS-2 レーダ画像ALOS-2 レーダ画像
現地での活用の様子

ALOS-2 による推定浸水エリア＋空撮写真から判読した追加の
推定浸水エリア
＋海外衛星から追加で推定した油流出エリア＋国土地理院浸水推定段彩図
＋浸水エリアポリゴン

令和元年 8月下旬の九州北部における大雨
• 課題：油流出エリアの特定に時間がかかった
→ 衛星データを解析する場合にいち早く現場の情報（この場合は、油流出）を知ることが必要。

• 現場の要望を受け、空撮写真や海外衛星、国土地理院等の情報を活用しながら、浸水エリアや
油流出エリアを追加的に解析し、その結果をISUTへ提供
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海外のSAR衛星によるオイル流出域の可視化
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大規模災害の初動対応に向けた国際連携の促進
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• 衛星データ利活用促進のため、欧米の衛星機関との連携強化
• 構築されるシステムを用いた、アジアでの災害対応の連携強化
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